
（SCSK株式会社）
（通信インフラの高度化による“止まらない通信網”の構築

令和６年度民間提案型官民連携モデリング事業 シーズ提案書（民間事業者）

②提案の概要

①提案によって解決する地方公共団体が抱える課題イメージ

③課題解決のイメージ・効果

【災害対策】土砂災害や外水/内水等による水害等の災害の状況を把握することが可能となります。
【災害対策(危険予兆)】センサー情報をリアルタイムに把握することで土砂災害や外水/内水等による水害などの災害予兆を検知し、住民への避難誘導や道路通行禁止など早期に対策を行うことが可能となります。
【防災対策(住民の見守り)】 災害時の停電や通信遮断時でもメッシュ状に構築された通信ノードがバッテリーや自立動作により堅牢にネッワークを維持し、センサー情報から住民の所在や避難状況を伝達します。
【災害対策(住民の捜索)】 災害時、山林や道路の寸断、土砂崩れ、建物崩壊等で人が立入れない場所に通信ノード搭載のドローンを活用し、センサー保持者の捜索や災害状況把握のためのNWを拡張できます。

その他
・南海トラフ等有事の際に想定される津波等より住民を守るための防災訓練による避難所や避難誘導な

どの安全対策を実施できる。
・線状降水帯発生時の浸水や河川の氾濫などによる外水災害や土砂災害を早期に検知することで住民

の避難を迅速に行える。また、予兆を検知することで早期の対策を実施することができる。
・平時には、児童の登下校、塾通い、公園等での活動など見守りりによる事項防止や高齢者の徘徊にお

ける早期発見のシステムとしてご利用頂けます。

・国交省『ワンコイン浸水センサー実証実験』にメーカーとして参画
・愛媛県新居浜市にてハートネット様が運営する『みまもり隊』にて児童の見守り実施
・徳島県美波町にて『総務省平成28年度第2次補正予算IoTサービス創出支援事業』

命を守るリファレンスモデルにて実証実験実施(南海トラフ災害を想定した高齢者の見守り)

会社名（団体名） ：SCSK株式会社
担当部署：ソリューション事業グループ ソリューション事業グループ統括本部 Skeedビジネス推進部 ビジネス推進課

担当者：森部 浩明
連絡先（電話番号）：070-4358-6970 メールアドレス：moribe@scsk.jp

弊社グループ企業が独自に開発した『SkeedOz』(Skeed社によるIoT向けP2P型自律分散情報流通基盤)を自営の「止まらない通信網」として活用し、各種センサー情報の伝
達、災害予兆の検知に利用。また災害時には、災害の状況把握、住民の避難状況把握・所在確認などにご活用頂けます。

インフラの維持管理・修繕等 / 災害対策・復旧を見据えたインフラ整備・維持管理 / 無電柱化 / スモールコンセッション / グリーンチャレンジ / その他（ ）

【分野】 道路 / 橋梁 / 公園 / 上下水道 / 河川 / 港湾 / 遊休施設 / その他（ ）

【手法】 コンセッション / その他のPFI / 包括的民間委託 / その他（ ）

様式１

『人の目に頼らず』日々の暮らしを見守る
「Collaboview見守り」のご提案

Collaboview見守りはBLE（ビーコ
ン）タグとスマートフォンアプリを中継器で
つなぐSkeedOzを活用したIoT プラット
フォームサービスです。
人の位置情報を自動収集することで、ア
プリで簡単に誰がどこにいるかを確認す
ることができます。
また、各種センサーと組み合わせ、水質
モニタリングや、冠水モニタリングなど「モ
ノ」についてのも行うことも可能です。
これらのネットワーク網を常時運用するこ
とで災害時用途でも活用することができ
ます。

アプリで位
置確認、モ
ニタリング

データ確認
が可能

災害時はバックアップ機能に早変わり

災害時の住民避難支援
家族の現在位置相互把握 / 避難指示/ 避難状
況確認 / 不明者捜索 /  救助要請

避難後の支援
避難所運営管理(点呼、情報交換など/ 避難指
示通信不能時簡易メッセージ/避難者健康管理/

財布代替/接頭防止「

災害時
バックアップとして活用

被災状況把握/情報収集
被害検知(土砂崩れ / 道路不通/河川堤防等) / 
冠水検知 / 建物倒壊検知 /
水道・ガス・電気供給状況

復旧支援(通信復旧前)
重機等の稼働状況 ・ 支援物資の配状況 ・各
避難所の物資不足状況把握復旧作業者の位
置情報、活動状況管理

災害
発生


